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16.  Abstract 

本分析調査では、ロービームの片側または両側それぞれを様々な角度で動かす方法を含めた数種類の
カーブ照明方法の優劣性を評価した。二種類のカーブ半径（80m と 240m）を両方向（左右）へのカー
ブに対し調査を行った。ビームパターンは近年市場に出ている米国と ECE のタングステンハロゲンの平
均的なロービームパターン、そして近年の米国の HID の平均的なビームパターンを使用。走行車線、左
に隣接した斜線、走行車線の左右の車線または道路わきにある物体を対象として付け加えた道、これら
に相当する 7 箇所の横方向の位置を調査した。従属変数は路面上から 0.25m 上の平面における 3Lux(両
側のランプを組み合わせた値)の最高到達距離とした。 
 小さい半径のカーブでの主な結果は、(1)全てのカーブ照明方法は通常のエイミングより視認性が大幅
に向上する傾向となった。(2)視野の範囲において、ある横方向に対してその性能が向上した場合に、そ
れによる他の横方向への性能低下を伴うことはなかった。(3)それぞれの照明方法での性能の差は小さか
った。(4)両側のランプをカーブ方向に 15°振ったときが最も良い結果となった。 
 大きい半径のカーブでの主な結果は、(1)最もよい方法というのはカーブの方向、ビームパターン、視
野範囲の横方向の位置に依存する。(2)右側と左側で、片側の範囲での性能向上は常にもう方側の性能低
下を伴うという、性能のトレードオフがある(特に右カーブにおいて顕著)。 

結論としては、半径が小さな左右のカーブでは左右のランプを平行に動かすことがその走行している
車線や走行車線の左右に隣接するいくつかの車線にある観察対象物、道のわきにある物体においてその
視認性を大幅に向上させる。したがって、このカーブ照明方法の装置を半径の小さいカーブに使用する
ことを勧める。その一方で、半径の大きなカーブに関しては、横側方向に対する利点のトレードオフと
コストの問題から、このようなタイプのカーブに対する望ましい対処法をより理解するために更なる研
究が必要となる。最終的にはロービームの特有な横方向の非対称性も考慮して、将来的な研究では右と
左のカーブへの非対称な光の移動の有益性も更に探求していくべきであろう。 
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